
(57)【要約】

【課題】　細い素線を使用した電線でも超音波接合時に

電線の損傷が発生し難く、かつ信頼性のより高い接合部

を得ることができる超音波接合ホーンを提供すること。

【解決手段】　電線を被接合部材に押圧しつつ当該電線

にその軸方向の超音波振動を加える接合ブロックを先端

部に備え、当該接合ブロックの前記電線との接触面は多

数の凸部を有する凹凸面を形成し、前記振動方向である

前記凹凸面の長さ方向の少なくとも一端部は断面が円弧

状部に形成されていることを最も主要な特徴とする。凹

凸面の凸部の一部が当該凹凸面の端部に位置するように

構成し、当該凸部に円弧状部を形成するのが好ましい。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 線 を 被 接 合 部 材 に 押 圧 し つ つ 当 該 電 線 に そ の 軸 方 向 の 超 音 波 振 動 を 加 え る 接 合 ブ ロ ッ ク
を 先 端 部 に 備 え 、 当 該 接 合 ブ ロ ッ ク の 前 記 電 線 と の 接 触 面 は 多 数 の 凸 部 を 有 す る 凹 凸 面 を
形 成 し 、 前 記 振 動 方 向 で あ る 前 記 凹 凸 面 の 長 さ 方 向 の 少 な く と も 一 端 部 は 断 面 が 円 弧 状 部
に 形 成 さ れ い る こ と を 特 徴 と す る 、 超 音 波 接 合 ホ ー ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 凹 凸 面 の 前 記 一 端 部 に は 当 該 凹 凸 面 の 凸 部 が 位 置 し て お り 当 該 凸 部 に 前 記 円 弧 状 部 を
形 成 し た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 円 弧 状 部 は 曲 率 半 径 Ｒ が ０ ． ３ ｍ ｍ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 超
音 波 接 合 ホ ー ン 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 凹 凸 面 の 凸 部 は 接 合 ブ ロ ッ ク の 振 動 方 向 と 交 差 す る 方 向 へ 連 続 す る 断 面 三 角 形 状 又 は
台 形 状 の 凸 部 で あ る か 、 あ る い は 角 錐 形 状 な い し 角 錐 台 形 状 の 凸 部 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３
の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 凹 凸 面 は 前 記 接 合 ブ ロ ッ ク の 振 動 方 向 と 交 差 す る 幅 方 向 に 凹 円 弧 状 を 呈 し て い る 、 請
求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 接 合 ホ ー ン に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 撚 線 導 体 と 被 接 合 部 材 （ 端 子 板 ）
と を 超 音 波 加 振 に よ り 接 合 す る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 自 動 車 の ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス を 製 造 す る に は 、 電 線 と 端 子 と を 電 気 的 に 接 続 す る 必
要 が あ る 。 こ の よ う な 電 線 と 端 子 と の 接 合 に は 、 接 続 の 信 頼 性 を 高 め る た め 多 く の 場 合 超
音 波 接 合 法 が 用 い ら れ る 。
　 電 線 と 被 接 合 部 材 と の 超 音 波 接 合 で は 、 水 平 に 支 持 さ れ た 被 接 合 部 材 の 上 に 接 合 部 の 絶
縁 被 覆 を 除 い た 電 線 の 端 末 を 載 置 し 、 そ の 上 か ら 接 合 ホ ー ン 先 端 の 接 合 ブ ロ ッ ク で 押 圧 し
つ つ 電 線 の 軸 方 向 に 超 音 波 振 動 を 加 え る 。 こ の 接 合 ブ ロ ッ ク の 押 圧 と 超 音 波 加 振 に よ り 、
被 接 合 材 と 電 線 の 表 面 の 酸 化 被 膜 等 が 除 去 さ れ 、 電 線 と 被 接 合 材 と が 溶 着 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 接 合 ブ ロ ッ ク の 先 端 面 （ 電 線 と の 接 触 面 ） は 滑 り 止 め の た め に 多 数 の 凸 部 を
形 成 し た 凹 凸 面 で あ り 、 凸 部 は 角 部 を 有 す る た め 、 電 線 の 接 合 部 分 の 加 振 方 向 前 端 と 後 端
に 傷 （ 素 線 の 切 断 等 ） が 付 き 機 械 的 強 度 が 低 下 す る 。
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め 、 例 え ば 図 ５ で 示 す よ う に 、 接 合 ホ ー ン 先 端 部 に お け る 接 合 ブ
ロ ッ ク １ の 凹 凸 面 １ ０ の 加 振 方 向 （ 振 動 方 向 ） ａ の 少 な く と も 一 端 部 に 、 凸 部 を 有 し な い
平 滑 面 部 （ 又 は テ ー パ 面 部 ） １ ０ ａ を 形 成 し た 超 音 波 接 合 ホ ー ン が 提 案 さ れ て い る （ 後 記
特 許 文 献 １ ） 。
　 前 記 超 音 波 ホ ー ン に よ れ ば 、 水 平 に 支 持 さ れ た 被 接 合 部 材 ２ の 上 に 接 合 部 の 絶 縁 被 覆 ３
０ を 削 除 し た 電 線 ３ を 置 き 、 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 凹 凸 面 １ ０ に よ り 電 線
３ を 被 接 合 部 材 ２ に 押 圧 し つ つ 矢 印 ａ 方 向 （ 電 線 の 軸 方 向 ） に 超 音 波 振 動 を 加 え た 際 、 平
滑 面 部 （ テ ー パ 面 部 ） １ ０ ａ と 電 線 ３ と の 摺 動 が 可 能 (円 滑 ） に な る た め 、 電 線 の 損 傷 を
防 止 す る こ と が で き る も の と さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ０ １ ３ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 し か し な が ら 、 図 ５ の 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 平 滑 面 部 （ テ ー パ 面 部 ） １ ０ ａ に お い て も 、 電
線 ３ に 超 音 波 振 動 を 印 加 す る と 電 線 ３ の 素 線 同 士 も 接 合 し 、 接 合 部 に お け る 素 線 間 の 隙 間
が 減 少 し て 電 線 ３ の 非 接 合 部 よ り も 接 合 部 の 外 径 （ 図 ５ に お け る 上 下 方 向 の 量 ） が 小 さ く
な る 。 す な わ ち 同 図 の よ う に 、 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 凹 凸 面 １ ０ の 平 滑 面 部 （ テ ー パ 面 部 ） １
０ ａ と 、 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 振 動 方 向 の 端 部 の 面 （ 多 く は 垂 直 面 ） １ ａ と の 交 差 部 が エ ッ ジ
状 を 呈 す る の で 、 電 線 ３ に 損 傷 が 発 生 し 易 く 、 か つ 、 平 滑 面 部 （ テ ー パ 面 部 ） １ ０ ａ の 長
さ Ｌ を 長 く す る と 接 合 強 度 が 低 下 す る 。 こ の 傾 向 は 、 芯 線 の 素 線 径 が ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の よ
う に 細 い 場 合 に 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 細 い 素 線 を 使 用 し た 電 線 で も 超 音 波 接 合 時 に 電 線 の 損 傷 が 発 生 し 難 く 、 か つ
信 頼 性 の よ り 高 い 接 合 部 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 接 合 ホ ー ン を 提 供 す る こ と を そ の 課 題
と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 電 線 を 被 接 合 部 材 に 押
圧 し つ つ 当 該 電 線 に そ の 軸 方 向 の 超 音 波 振 動 を 加 え る 接 合 ブ ロ ッ ク を 先 端 部 に 備 え 、 当 該
接 合 ブ ロ ッ ク の 前 記 電 線 と の 接 触 面 は 多 数 の 凸 部 を 有 す る 凹 凸 面 を 形 成 し 、 前 記 振 動 方 向
で あ る 前 記 凹 凸 面 の 長 さ 方 向 の 少 な く と も 一 端 部 は 断 面 が 円 弧 状 部 に 形 成 さ れ て い る こ と
を 最 も 主 要 な 特 徴 と し て い る 。 凹 凸 面 の 凸 部 の 一 部 が 当 該 凹 凸 面 の 端 部 に 位 置 す る よ う に
構 成 し 、 当 該 凸 部 に 円 弧 状 部 を 形 成 す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン は 、 接 合 ブ ロ ッ ク の 電 線 と の 接 触 面 で あ る 凹 凸 面 の 超 音
波 接 合 時 に お け る 振 動 方 向 の 一 端 部 又 は 両 端 部 を 断 面 円 弧 状 に 形 成 し た の で 、 当 該 端 部 が
エ ッ ジ 状 を 呈 せ ず 、 凹 凸 面 に よ り 電 線 を 被 接 合 部 材 に 押 圧 し て 超 音 波 振 動 さ せ た 場 合 に 、
電 線 の 損 傷 を 防 止 し つ つ 信 頼 性 の 高 い 接 合 部 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン 図 示 の 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 第 １ 実 施 形 態
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 逆 さ 状 態 の 部 分 斜 視 図 、 図
２ は 図 １ の 形 態 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン を 使 用 し て 被 接 合 部 材 と 電 線 と を 接 合 す る 状 態 を 示 す
部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 超 音 波 接 合 ホ ー ン は 、 図 示 し な い 振 動 軸 を 振 動 さ せ る 振 動 発 生 部 を 備 え 、 振 動 軸 の 先 端
部 に は 図 １ に 示 す よ う な 接 合 ブ ロ ッ ク １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 接 合 ブ ロ ッ ク １ は ほ ぼ 直
方 体 形 状 の 金 属 ブ ロ ッ ク で あ り 、 接 合 す る 電 線 （ 絶 縁 被 覆 ３ ０ を 除 い た 電 線 ） ３ の 径 よ り
も 幅 が 広 く 設 定 さ れ て い る 。
　 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 電 線 ３ と の 接 触 面 は 、 電 線 の 滑 り 止 め の た め に 多 数 の 凸 部 １ １ を 形 成
し た 凹 凸 面 １ ０ と な っ て い る 。 各 凸 部 １ １ は 、 使 用 時 の 超 音 波 に よ る 振 動 方 向 （ 接 合 ブ ロ
ッ ク １ の 長 さ 方 向 ） ａ と 交 差 す る 方 向 （ 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 幅 方 向 ） に 沿 っ て 連 続 す る 断 面
三 角 形 状 の 凸 部 で あ る 。 凹 凸 面 １ ０ は 、 使 用 時 に 裸 の 電 線 ３ を 抱 く 状 態 で 押 え る の に 適 す
る よ う に 、 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 幅 方 向 へ 凹 円 弧 状 を 呈 す べ く 加 工 さ れ て い る 。 す な わ ち 凹 凸
面 １ ０ は 、 全 体 と し て 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 長 さ 方 向 に 沿 う 凹 円 弧 状 の 溝 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 凹 凸 面 １ ０ の 長 さ 方 向 の 一 端 部 ま た は 両 端 部 は 、 断 面 が 円 弧 状 部 １ １ ａ に 形 成 さ れ て い
て 、 当 該 凹 凸 面 １ ０ と 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 振 動 方 向 の 端 部 の 面 １ ａ と は エ ッ ジ を 形 成 し な い
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 凹 凸 面 １ ０ の 全 面 に わ た る よ う に 断 面 三 角 形 状 の 凸 部 １ １ を 一 定 の
ピ ッ チ で 形 成 し 、 当 該 凹 凸 面 １ ０ の 振 動 方 向 両 端 部 に 位 置 す る 各 凸 部 １ １ の 外 側 を 面 取 り
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加 工 し て 円 弧 状 部 １ １ ａ に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 寸 法 は 、 絶 縁 被 覆 ３ ０ を 削 除 し た 電 線 （ 撚 線 ） ３ の 大 き さ や 素 線 の 径
等 に よ り 適 切 に 設 定 さ れ る が 、 こ の 実 施 形 態 に お け る 各 部 の 寸 法 は 次 の 範 囲 で あ る 。
　 長 さ Ｌ １ ＝ １ ０ ～ ２ ０ ｍ ｍ ， 幅 Ｗ ＝ ７ ～ １ ４ ｍ ｍ （ 裸 の 電 線 の 直 径 よ り も 大 き い ） ， 凹
凸 面 の 凹 円 弧 状 の 半 径 ＝ ８ ～ ２ ０ ｍ ｍ ， １ １ の ピ ッ チ Ｐ ＝ ０ ． ５ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ ， 凸 部 １ １
の 高 さ ｈ ＝ ０ ． １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 。 　 円 弧 状 部 １ １ ａ は 、 そ の 曲 率 半 径 Ｒ ＝ ０ ． ３ ～ １ ． ５
ｍ ｍ に 加 工 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 前 記 曲 率 半 径 Ｒ が ０ ． ３ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 凹 凸 面
１ ０ の 端 部 で 電 線 ３ が 損 傷 し 易 く な り 、 前 記 曲 率 半 径 Ｒ が １ ． ５ ｍ ｍ を 超 え る と 、 電 線 の
損 傷 は 防 止 で き る が 、 凹 凸 面 １ ０ に お け る 凸 部 形 成 領 域 の 面 積 が 減 少 す る こ と に よ り 電 線
と 被 接 合 部 材 の 接 合 強 度 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 実 施 形 態 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン を 用 い て 、 電 線 ３ の 絶 縁 被 覆 ３ ０ を 剥 離 し た 接 合 部 （
端 部 ） を 金 属 板 か ら な る 被 接 合 部 材 ２ と 接 合 す る に は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 水 平 に 支 持 さ
れ た 被 接 合 部 材 ２ の 上 に 裸 の 電 線 ３ を 載 置 し 、 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 凹 凸
面 １ ０ に よ り 電 線 ３ を 被 接 合 部 材 ２ へ 押 圧 し 、 こ の 状 態 で 図 示 し な い 振 動 発 生 部 を 駆 動 さ
せ て 接 合 ブ ロ ッ ク １ を 矢 印 ａ の 方 向 に 振 動 さ せ る 。
　 前 記 押 圧 と 振 動 と に よ り 、 接 合 ブ ロ ッ ク が 裸 の 電 線 に 食 い 込 ん だ 状 態 で 振 動 し 、 電 線 と
被 接 合 部 材 は 、 金 属 相 互 の 摩 擦 に よ り 表 面 の 酸 化 皮 膜 等 が 除 去 さ れ 、 摩 擦 熱 に よ っ て 溶 着
さ れ る 。
　 凹 凸 面 １ ０ に お け る 長 さ 方 向 の 端 部 の 断 面 は 、 当 該 端 部 に 位 置 す る 凸 部 １ １ の 外 側 が 断
面 円 弧 状 に 加 工 す る こ と に よ り 円 弧 状 部 １ １ ａ に 形 成 さ れ て お り 、 凹 凸 面 １ ０ と 接 合 ブ ロ
ク １ の 振 動 方 向 の 端 部 の 面 １ ａ と の 交 差 部 が 角 に な っ て い な い た め 、 押 圧 と 超 音 波 振 動 と
に よ り 電 線 ３ が 損 傷 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 凹 凸 面 １ ０ に は 平 滑 面 や テ ー
パ 面 を 形 成 せ ず 、 そ の 全 面 に 凸 部 １ １ を 形 成 す る こ と が で き る か ら 接 合 強 度 が 十 分 に 保 た
れ 、 接 合 の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ 実 施 形 態
　 図 ３ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で 、 （ Ａ ） 図 は 部 分 正 面
図 、 （ Ｂ ） 図 は 部 分 側 面 図 、 （ Ｃ ） 図 は 底 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 凹 凸 面 １ ０ に は 、 四 角 錘 状 （ 又 は 四 角 錘 台 形
状 ） の 多 数 の 細 い 凸 部 １ １ が 縦 横 に 整 列 す る よ う に 形 成 さ れ 、 凹 凸 面 １ ０ の 長 さ 方 向 （ 使
用 時 に お け る 振 動 方 向 ａ ） の 端 部 に お け る 各 凸 部 １ １ の 外 側 は 断 面 が 円 弧 状 部 １ １ ａ に 形
成 さ れ て い る 。
　 凹 凸 面 １ ０ は 全 体 と し て 平 ら に 形 成 さ れ て い る が 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 幅 方 向 に 沿 っ
て 凹 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い て も 差 し 支 え な い 。
　 こ の 実 施 形 態 の 著 音 波 接 合 ホ ー ン の 他 の 構 成 や 作 用 効 果 は 、 第 １ 実 施 形 態 の も の と ほ ぼ
同 様 で あ る の で そ れ ら の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ 実 施 形 態
　 図 ４ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン に お い て 、 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 凸 部 １ １ は 凹 凸 面 １ ０ の
幅 方 向 に 沿 っ て 連 続 し 、 一 定 の ピ ッ チ Ｐ で 長 さ 方 向 に 密 に 並 ぶ 状 態 に 形 成 さ れ て い る 。 凸
部 １ １ の 断 面 形 状 は 台 形 状 で あ り 、 頂 部 に 一 定 の 幅 Ｐ １ の 面 取 り 部 を 形 成 し て い る 。 凹 凸
面 １ ０ は 幅 方 向 に 凹 円 弧 状 を 呈 し て お り 、 凹 凸 面 １ ０ に お け る 長 さ 方 向 の 端 部 の 凸 部 １ １
は 、 そ の 外 側 が 断 面 円 弧 状 部 １ １ ａ に 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン は 、 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 凸 部 １ １ が 断 面 台 形 形 状 で あ る
の で 、 接 合 時 の 電 線 の 損 傷 が さ ら に よ く 防 止 さ れ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 他 の 構 成 や 作 用 効 果 は 、 第 １ 実 施 形 態 の も の と ほ ぼ
同 様 で あ る の で そ れ ら の 説 明 は 省 略 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ４ の 形 態 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン に お い て は 、 凹 凸 面 １ ０ を 幅 方 向 に 沿 っ て 凹 円
弧 状 を 呈 す る よ う に 形 成 す る の に 代 え て 、 凹 凸 面 １ ０ を 全 体 と し て 平 ら に 形 成 す る こ と が
で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 長 さ Ｌ １ ＝ １ ４ ｍ ｍ ， 幅 Ｗ ＝ １ ０ ｍ ｍ ， 凹 凸 面 １ ０ の 幅 方 向 の 凹 円 弧 状 の 半 径 ＝ ８ ｍ ｍ
， 凹 凸 面 １ ０ の 幅 方 向 に 連 続 す る 断 面 台 形 形 状 の 凸 部 １ １ の ピ ッ チ Ｐ ＝ １ ． ０ ｍ ｍ ， 凸 部
高 さ ｈ ＝ ０ ． ３ ｍ ｍ ， 凸 部 １ １ の 頂 部 の 面 取 り 部 幅 Ｐ １ ＝ ０ ． ４ ｍ ｍ の 同 じ 材 質 の 接 合 ブ
ロ ッ ク １ を 有 す る １ ０ 種 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン を 試 作 し た 。
　 そ れ ら の 超 音 波 ホ ー ン は 、 表 １ の よ う に 、 両 端 部 の 凸 部 １ １ の 円 弧 状 部 １ １ ａ の 曲 率 半
径 Ｒ が ０ ～ １ ． ６ ｍ ｍ の 範 囲 で そ れ ぞ れ 異 な る も の ６ 種 （ 実 施 例 １ ， ２ ， ３ 及 び 比 較 例 １
， ２ ， ３ ） 、 凹 凸 面 の 一 端 部 分 に そ れ ぞ れ 異 な る 長 さ Ｌ の 平 滑 面 部 又 は テ ー パ 面 部 を 有 す
る ４ 種 （ 比 較 例 ４ ～ ７ ） で あ っ た 。
　 以 上 の 各 超 音 波 接 合 ホ ー ン と 、 接 合 部 の 絶 縁 被 覆 を 削 除 し た 電 線 （ 断 面 積 ２ ５ ｍ ｍ ２ 、
０ ． ３ ２ ｍ ｍ φ の 素 線 ３ ２ ３ 本 の 撚 線 ） を 用 い て そ れ ぞ れ 同 じ 接 合 条 件 で 超 音 波 接 合 試 験
を 行 っ た 。 そ し て 、 各 超 音 波 接 合 サ ン プ ル に つ い て 、 芯 線 損 傷 の 有 無 を 検 査 す る と と も に
、 金 属 板 と 電 線 が 剥 離 す る と き の 荷 重 を 測 定 す る こ と に よ り 引 張 強 度 を 調 べ た 。 そ れ ら の
結 果 を 表 １ に 併 せ て 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン を 用 い て 接 合 し た も の は 優 れ た 引
張 強 度 を 示 し 、 芯 線 の 損 傷 は 皆 無 で あ っ た 。
　 こ れ に 対 し て 、 比 較 例 １ は 円 弧 状 部 １ １ ａ の 曲 率 半 径 Ｒ が 小 さ 過 ぎ る た め ホ ー ン 端 部 に
お い て 芯 線 損 傷 が 発 生 し た 。 比 較 例 ２ は 円 弧 状 部 １ １ ａ の 曲 率 半 径 が 大 き く 、 振 動 を 伝 え
る 凹 部 数 が 減 少 し た こ と に よ り 引 張 強 度 が 劣 っ た 。 凹 凸 面 １ ０ の 一 端 部 に 平 滑 面 部 ま た は
テ ー パ 面 部 を 形 成 し た 比 較 例 ３ ～ ７ で は 、 い ず れ も 端 部 に 円 弧 状 部 が な い た め 芯 線 損 傷 が
発 生 し た ほ か 、 凹 凸 面 の 凸 部 数 が 減 少 し た こ と に よ り 引 張 強 度 が 劣 っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 比 較 例 ４ ～ ７ の 凹 凸 面 の 構 造 で あ っ て 凸 部 数 の 減 少 分 だ け 凹 凸 面 の 長 さ を 長 く し
て 凸 部 数 を 増 加 し た ホ ー ン を 使 用 す る と 、 引 張 強 度 は 十 分 で あ る が 凹 凸 面 の 長 さ が 長 く な
り 、 接 合 に 必 要 な 芯 線 長 さ も 長 く な る 。
　 以 上 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
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る も の で は な く 、 構 成 の 要 旨 に 付 随 す る 各 種 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 逆 さ 状 態 の 部 分 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 形 態 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン を 使 用 し て 被 接 合 部 材 と 電 線 と を 接 合 す る 状 態 を
示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で 、 （ Ａ ） 図 は 部 分 正 面
図 、 （ Ｂ ） 図 は 部 分 側 面 図 、 （ Ｃ ） 図 は 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 接 合 ホ ー ン を 使 用 し て 電 線 と 被 接 合 部 材 と を 接 合 し て い る 状 態 を 示
す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１  　 接 合 ブ ロ ッ ク
１ ａ 　 振 動 方 向 の 端 部 の 面
１ ０ 　 凹 凸 面
１ １ 　 凸 部
１ １ ａ 　 円 弧 状 部
２ 　 被 接 合 部 材
３ 　 電 線
３ ０ 　 絶 縁 被 覆
ａ 　 振 動 方 向
Ｒ 　 曲 率 半 径
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2005-297055 A 2005.10.27



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 7日 (2004.6.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ 実 施 形 態
　 図 ３ は 本 発 明 に 係 る 超 音 波 接 合 ホ ー ン の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で 、 （ Ａ ） 図 は 部 分 正 面
図 、 （ Ｂ ） 図 は 部 分 側 面 図 、 （ Ｃ ） 図 は 底 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 接 合 ブ ロ ッ ク １ の 凹 凸 面 １ ０ に は 、 四 角 錘 状 （ 又 は 四 角 錘 台 形
状 ） の 多 数 の 細 い 凸 部 １ １ が 縦 横 に 整 列 す る よ う に 形 成 さ れ 、 凹 凸 面 １ ０ の 長 さ 方 向 （ 使
用 時 に お け る 振 動 方 向 ａ ） の 端 部 に お け る 各 凸 部 １ １ の 外 側 は 断 面 が 円 弧 状 部 １ １ ａ に 形
成 さ れ て い る 。
　 凹 凸 面 １ ０ は 全 体 と し て 平 ら に 形 成 さ れ て い る が 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 幅 方 向 に 沿 っ
て 凹 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い て も 差 し 支 え な い 。
　 こ の 実 施 形 態 の の 他 の 構 成 や 作 用 効 果 は 、 第 １ 実 施 形 態 の も の と ほ ぼ
同 様 で あ る の で そ れ ら の 説 明 は 省 略 す る 。
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